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【要  旨】  
抗リウマチ薬使用日本人関節リウマチ（ RA）患者における帯状疱疹（ HZ）罹患
率および、治療薬と HZ の関連を明らかにすることを目的に検討を行った。対象
患者は REAL データベースの追跡データが得られた患者（ 1987 名）とし、最長 5
年間の HZ の罹患率 (IR)を算出した。治療薬と HZ の関連性は、コホート内症例




対象患者における HZ の IR は、 6.66（ 4.92-8.83） /1000 患者年であった。 HZ
罹患に関する調整済みオッズ比（ 95％信頼区間）は、 TNF 阻害薬使用は 2.28
（ 1.09-4.76）、 CS 投与量（プレドニゾロン換算量 1mg 増加あたり）は 1.13
（ 1.03-1.23）と有意な上昇を示した。MTX および TNF 阻害薬以外の生物学的抗
リウマチ薬使用は統計モデルに残らなかった。日本人 RA 患者において、TNF 阻
害薬使用と CS 投与量が HZ 罹患の有意なリスク因子であった。  
